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表― 開催されたワーキンググループ会議，総会

表― 新しいサンプリング規格の構造
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第回 ISO/TC190（地盤環境）総会報告（その）

地盤工学会 ISO 国内委員会

. は じ め に

2009年度の第24回 ISO/TC190 総会が2009年11月 2

日～6 日にソウルにて開催された。参加国はイギリス，

オランダ，スウェーデン，チェコ，デンマーク，ドイツ，

ノルウェー，フィンランド，フランスのヨーロッパ勢が

中心であり，非 EU 圏からは日本，韓国，オーストラ

リア，ケニアが参加した。日本からは ISO/TC190 国内

専門委員会より 6 名の委員が参加した。

今回の会議では，17のワーキンググループ（WG）会

議と五つの分科会（SC）総会が開かれるとともに，

CEN/TC345（土壌の特性化）との共同会議が開催され

た。今回の会議で開催された WG 会議および SC 総会

は表―に示すとおりである。

本報（その 1）では SC1 および SC2 での審議内容に

ついて報告し，次報（その 2）で SC3，SC4 および

SC7 での審議内容について報告する。

. 各分科会での審議内容（SC1～SC2）

 SC1（評価基準，用語およびコード化）

用語の定義やコード化に関しては，WG3（データコー

ド化とマネジメント）の会議が開催され，サイトデータ

を参照可能な形に整理するための土壌に関するデータの

記録と交換について NWI とすることが SC1 総会で報

告された。

 SC2（サンプリング）

環境調査用のサンプリングについては，WG10（サン

プリングの一般的側面の詳述）の会議が開催された。

WG10 は，2008年の第23回 ISO/TC190 総会（デルフ

ト）で議論された 3 層アプローチ（Umbrella standard

包括的規格（アンブレラ規格），General standard一

般規格，Dedicated standard専用規格）の詳細を検討

するために新設された WG である。

今回の WG10 会議では，第 1 回 WG10 会議（2009年

9 月，ベルリン）で決定したサンプリング規格の新しい

構造（表―）が確認され，その内容について議論され

た。新しい構造の下では，ISO 規格をレベル 0～3（0

アンブレラ，1Primary level（第 1 レベル）， 2

Secondary level（第 2 レベル），3Tertiary level（第

3 レベル））に分類することになる。今回は，レベル 1

に該当するもののうち，No. 3，4，6，7，12，13，15

について，まず各規格の草案担当者を決定し，草案の作

成を次回 WG 会議までの宿題とすることになった。

これらの規格の作成を進めることにより，土壌汚染対

策法制定の際にも参考にされた，日本でもなじみの深い

ISO 10381 シリーズがすべて新しい規格に移行するこ

とになる。

（文責中島 誠，国際環境ソリューションズ株）

（原稿受理 2010.4.28)
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